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1. 2019年3月期第2四半期の連結業績（2018年4月1日～2018年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年3月期第2四半期 19,775 13.1 325 108.9 354 181.3 210 146.9

2018年3月期第2四半期 17,491 2.3 156 △47.4 126 10.0 85 12.4

（注）包括利益 2019年3月期第2四半期　　205百万円 （82.1％） 2018年3月期第2四半期　　113百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年3月期第2四半期 116.17 ―

2018年3月期第2四半期 47.05 ―

（注）当社は、2017年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し

て、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2019年3月期第2四半期 17,314 7,509 41.7

2018年3月期 16,903 7,339 41.8

（参考）自己資本 2019年3月期第2四半期 7,216百万円 2018年3月期 7,063百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年3月期 ― 4.00 ― 20.00 ―

2019年3月期 ― 20.00

2019年3月期（予想） ― 20.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）当社は、2017年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。2018年３月期の１株当たり期末配当金については、当該株

式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。株式併合後の基準で換算した2018年３月期の１株当たり年間配当金
は40円となります。

3. 2019年 3月期の連結業績予想（2018年 4月 1日～2019年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 3.4 510 22.1 500 60.8 340 74.7 187.51

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、添付資料Ｐ６「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の
適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期2Q 2,000,000 株 2018年3月期 2,000,000 株

② 期末自己株式数 2019年3月期2Q 186,785 株 2018年3月期 186,785 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年3月期2Q 1,813,215 株 2018年3月期2Q 1,813,296 株

（注）当社は、2017年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮
定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達

成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び

業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ２「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… ２

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… ２

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… ２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… ２

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… ３

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… ３

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… ４

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… ４

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… ５

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… ６

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… ６

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… ６

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… ６

 

- 1 -

堺商事㈱（9967）　2019年３月期　第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、雇用環境や企業収益の改善が続く中、景気は緩やかな回復基調で推

移いたしましたが、人材不足に伴う事業コストの上昇、貿易摩擦や地政学的リスクへの懸念などによりその先行き

は依然として不透明な状況が続いております。

 当社グループにおきましては、このような状況のもと、積極的な営業活動や販売効率の改善、海外事業戦略の強

化に取り組みました。その結果、売上高につきましては、酸化チタンや触媒等の化成品や炭酸バリウム等の電子材

料の販売が伸張したことにより、前第２四半期連結累計期間に比べ増収となりました。また、利益面におきまして

も、売上の増加に伴う売上総利益の改善や、インドネシア製造子会社における生産活動が安定的に推移したこと等

を主要因として、前第２四半期連結累計期間に比べ営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益につ

いてはいずれも増益となりました。なお、特別損失として、連結子会社である Sakai Trading Europe GmbH の解

散決議に伴う関係会社整理損失引当金繰入額14百万円を計上しております。

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前第２四半期連結累計期間に比べ13.1%増の19,775百万

円となり、営業利益は108.9%増の325百万円、経常利益は181.3％増の354百万円、親会社株主に帰属する四半期純

利益は146.9％増の210百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 総資産は、前連結会計年度末に比べ411百万円増加して、17,314百万円となりました。増加の主な要因は、受取

手形及び売掛金が509百万円増加したことによるものであります。

 負債は、前連結会計年度末に比べ241百万円増加して、9,805百万円となりました。増加の主な要因は、その他流

動負債が270百万円増加したことによるものであります。

 純資産は、前連結会計年度末に比べ169百万円増加して、7,509百万円となりました。増加の主な要因は、利益剰

余金が174百万円増加したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の見通しにつきましては、わが国経済は、政府の経済政策の動向や民間設備投資・個人消費の先行き及び先

進諸国産業構造の変化や極東での地政学的なリスクなど不透明な要因も多いことから、引き続き予断を許さない状

況が続くものと思われます。

 このような状況のもと、当社グループは既存の商権をしっかりと守りながらも、変化をビジネスチャンスと捉

え、スピード感を持って、製造子会社の収益力強化と他の海外商社事業の業績の充実に努めるとともに、新市場・

新商品の開発や多様化に全力を挙げ、売上の達成に注力いたします。利益面につきましても、成長分野・成長市場

での取扱いを増やすとともに、経営の効率化を推進して利益の確保に努める所存であります。 

 よって、2018年５月10日の決算短信で発表の連結業績に変更はございません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,462,643 1,873,377 

受取手形及び売掛金 8,462,305 8,971,503 

電子記録債権 1,460,226 1,568,990 

商品及び製品 1,550,348 1,855,365 

仕掛品 6,083 7,504 

原材料 122,839 130,640 

その他 199,525 185,114 

貸倒引当金 △3,845 △3,846 

流動資産合計 14,260,127 14,588,650 

固定資産    

有形固定資産 1,862,362 1,938,421 

無形固定資産 165,951 144,109 

投資その他の資産    

その他 645,302 673,995 

貸倒引当金 △30,694 △30,640 

投資その他の資産合計 614,607 643,355 

固定資産合計 2,642,920 2,725,886 

資産合計 16,903,047 17,314,536 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 7,652,487 7,598,041 

短期借入金 1,171,071 1,168,435 

未払法人税等 52,542 121,379 

引当金 92,941 110,031 

その他 221,893 492,879 

流動負債合計 9,190,936 9,490,767 

固定負債    

長期借入金 242,142 168,288 

退職給付に係る負債 12,337 14,942 

その他 118,225 131,413 

固定負債合計 372,705 314,644 

負債合計 9,563,641 9,805,411 

純資産の部    

株主資本    

資本金 820,000 820,000 

資本剰余金 697,471 697,471 

利益剰余金 5,373,129 5,547,511 

自己株式 △189,271 △189,271 

株主資本合計 6,701,329 6,875,711 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 182,416 200,088 

繰延ヘッジ損益 △3,604 2,707 

為替換算調整勘定 183,363 138,326 

その他の包括利益累計額合計 362,174 341,122 

非支配株主持分 275,902 292,291 

純資産合計 7,339,406 7,509,124 

負債純資産合計 16,903,047 17,314,536 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

売上高 17,491,640 19,775,852 

売上原価 16,328,150 18,379,287 

売上総利益 1,163,490 1,396,564 

販売費及び一般管理費 1,007,487 1,070,745 

営業利益 156,003 325,819 

営業外収益    

受取利息 1,860 2,528 

受取配当金 6,960 6,291 

為替差益 - 42,809 

その他 6,026 3,479 

営業外収益合計 14,847 55,108 

営業外費用    

支払利息 11,302 8,587 

支払保証料 10,844 5,185 

売上割引 7,972 6,855 

為替差損 6,899 - 

その他 7,769 5,681 

営業外費用合計 44,787 26,311 

経常利益 126,062 354,616 

特別損失    

関係会社整理損失引当金繰入額 - 14,124 

特別損失合計 - 14,124 

税金等調整前四半期純利益 126,062 340,492 

法人税等 57,668 108,222 

四半期純利益 68,394 232,270 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△16,920 21,623 

親会社株主に帰属する四半期純利益 85,315 210,646 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

四半期純利益 68,394 232,270 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 61,587 17,672 

繰延ヘッジ損益 6,179 6,312 

為替換算調整勘定 △23,043 △50,272 

その他の包括利益合計 44,722 △26,287 

四半期包括利益 113,117 205,982 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 137,630 189,594 

非支配株主に係る四半期包括利益 △24,513 16,388 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

 （継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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